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証券市場を支えるシステムインフラ

 証券市場において投資家は上場会社からの情報開示等により投資行動を決定する。

 投資家が適切な投資行動を行うためには、正確、かつタイムリーに情報開示を行うシステムイン

フラ（＝適時開示システム）が必要不可欠である。

 開示された情報はＷｅｂサイト及び報道機関・情報ベンダーを通じて投資家に提供される。その

際に報道機関・情報ベンダーでは開示されたＸＢＲＬデータを活用して迅速に投資判断に必要な

情報の投資家への配信を実施している。
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TDnet （Timely Disclosure network）とは

（１）上場会社はオンラインにてTDnetに開示資料を登録する。

（２）TDnetに登録された各種データは取引所担当者の承認後、上場会社の
指定する時刻にWebサイトへの公表及び報道機関・情報ベンダーへの
配信が行われる。

（３）TDnetは東証だけではなく、日本全国の取引所、日本証券業協会が共通
で利用しているシステムインフラである。

上場会社
証券取引所

提出書類例

■決算短信

■業績予想・配当予想

…etc

■その他

・会社合併について

・子会社異動について

…etc

・PDF

・XBRL

開示資料作成、提出 承認・公表 情報受領者

Web Site

一般投資家

・XBRL

・PDF

・東京

・名古屋

・福岡

…etc

情報ベンダー

・XBRL

・PDF



 1998: 第１次TDnet
– 書面での開示から電子開示へ対応

- 財務データを PDF 、 CSVファイルにて提供

 2003: 第２次 TDnet
– 世界で初めてXBRLデータを採用

- XBRLプロトコルを採用し、XBRLデータでの財務情報の蓄
積を開始

 2008: 第３次 TDnet
– 入力フォームを提供し、上場会社からのXBRL データ

の提出が可能

– 財務データをXBRL形式にて提供開始

- 2011年3月よりIFRSタクソノミにも対応

 2014（予定）：XBRL対象範囲拡大、Inline XBRL導入

TDnetにおけるXBRLの取組状況について
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XBRL導入後の効果

財務情報の数値データでの提出率向上
XBRL導入前は財務情報の数値データで

の提出率が50％程度であったものが、現
在はほぼ100％の提出率となった。

配信サービス利用者の増加
 開示情報を専用線を通じてリア

ルタイムで受信する「配信サービ
ス利用者」数がXBRL導入前と比
較して約2.7倍となった。

⇒報道機関等のユーザを通じて投資家に迅速かつ正確な情報を提供することが
でき、証券市場の合理的な価格形成に寄与している。
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TDnetにおけるXBRL対象範囲

通期決算短信 – サマリー情報, 財務諸表

四半期決算短信 – サマリー情報, 財務諸表

業績予想・配当予想 の修正 – 財務情報

コーポレート・ガバナンス報告書 – 非財務情報
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コーポレート・ガバナンス報告書 情報検索
 東証ＨＰではＸＢＲＬデータ形式で提出された「コーポレート・ガバナンス報告書」につい

て以下の項目の情報検索を可能としている。



決算短信におけるXBRL対象範囲
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決算短信

--------------------------------
----

--------------------------------
----

--------------------------------
----

①サマリー情報

財務諸表のハイライト
情報と、決算短信独自
の開示項目を記載

②定性的情報

経営成績、経営方針
等を記載

③財務諸表

財務諸表を記載

④財務諸表の注
記情報

経営成績

財政状態

業績予想

etc…

B/S

P/L

C/F

etc…

XBRL

XBRL

東証タクソノミ

EDINETタクソノミ
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2011年3月より決算短信におけるIFRS対応を実施。

日本基準と同様、IFRS決算短信も以下の4つの部分に分かれている。

タクソノミについては、以下の対応を実施。

①サマリー情報 → 「IFRS タクソノミ」を基に東証独自タクソノミを作成。

③財務諸表 → 「IFRS タクソノミ」に準拠。

①サマリー情報

②定性的情報

③財務諸表

④財務諸表の注記情
報

XBRL

XBRL IFRS タクソノミ

東証タクソノミ（ IFRS
用）

「IFRS タクソノミ」を
基に東証タクソノミ
を新規作成

決算短信におけるIFRS対応
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決算短信サマリ－情報 登録画面

数値データ⼊⼒

勘定科⽬選択可能
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東証内でのXBRLデータ活用例
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東証

XBRL

DB

TDnet
•決算短信
•業績予想

調査・分析
上場会社

【連結決算】 【個別決算】
【単位：百万円】 【単位：百万円】

予想値 売上高 100,000 90,000 ～ 110,000 予想値 売上高 30,000 27,000 ～ 33,000
営業利益 30,000 21,000 ～ 39,000 営業利益 6,000 4,200 ～ 7,800
経常利益 40,000 28,000 ～ 52,000 経常利益 7,000 4,900 ～ 9,100
当期利益 20,000 14,000 ～ 26,000 当期利益 5,000 3,500 ～ 6,500

実績値 売上高 70,000 10% 7,000 実績値 売上高 20,000 10% 2,000
営業利益 20,000 30% 6,000 営業利益 5,000 30% 1,500
経常利益 22,000 30% 6,600 経常利益 6,000 30% 1,800
当期利益 10,000 当期利益 4,000

純資産 180,000 30% 54,000 純資産 80,000 30% 24,000
15% 27,000 15% 12,000
3% 5,400 3% 2,400

資本金 10,000 10% 1,000 資本金 10,000 10% 1,000



決算短信サマリー情報 自動英訳対応

⽇本語の決算短信を作成

上場会社 PDF(English)
PDF

XBRL

TDnet

提出

＜概要＞
 決算短信サマリー情報の勘定科目を自動的に英訳し、英文サマリー情報を作成。

 当該情報を東証HP（英語サイト）、情報ベンダーに送信。

東証HP
（英語サイト）

情報ベンダー
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TDnetにてサマリー情報を⾃動英訳
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当面対応が予定されている事項

XBRL対象範囲拡大

⇒REITの決算短信、運用状況の予想の修正、分配予想の修正について

XBRL対応を実施（2014年1月対応予定）

新技術導入

⇒次世代EDINETと同様、Inline XBRLを導入（2014年1月対応予定）

将来的に検討が想定される事項

コーポレート・ガバナンス報告書

⇒会社法改正に伴う変更
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